
■平成22年度 文理融合・文系産学連携促進事業 採択事業                 

研 究 会 名 京野菜の有効利用に関する研究会 
代 表 者 京都精華大学 人文学部 講師 田村有香 

研究テーマ 京の食文化、”もったいない”を実践するための未利用野菜で作るシート加

工食品の開発 

目 的 

京料理は日本を代表する料理方法である。京料理には京野菜が欠かせず、

平安時代から栽培されている品目も多い。京料理は食材を無駄にせず、全

てを使い、調理場から生ごみを出さない教えが伝統となっている。 
食材が豊富な現在、伝統的な手法も調理現場では少なくなりつつあると

ともに、圃場または調理場で利用されない部位（未利用野菜）が大量に存

在する。本研究会では、伝統的な紙漉手法を取り入れ、未利用京野菜をシ

ート状に加工して新たな用途を開拓する。これまでに、野菜のみの無添加

でシートを作り、実用化した例はない。さまざまな京野菜で野菜シートを

作成し、食品としての可能性をプロの料理人が見極め、未利用京野菜を新

たなシート加工食品として実用化・事業化することを本研究の目的とする。

さらに、京都でビジネスモデルが確立できた後には、全国各生産地の未利

用農産物についても、システムを応用して活動を展開していきたい。 
「もったいない」という言葉は、世界の環境用語として発信されている。

この活動を通じて、「もったいない」を実践し、時代への啓発と継承を行う。

 
 
研 究 会 名 高瀬川開削４００年記念映画製作調査活動研究会 
代 表 者 有限会社 関西プロデュースセンター 代表取締役 寺島鉄夫 
研究テーマ 高瀬川開削４００年記念映画製作調査活動 

目 的 

平成２３年（２０１１）に京都市内の東に流れる高瀬川が開削４００年

の記念の年にあたり、平成２６年（２０１４）に角倉了以の没後４００年

になる。 
了以は信長・秀吉・家康と時代が変わり天下の舞台が京都から江戸（関

東）に移った為、京都の凋落に歯止めをかけ、都市機能を強化して、京都

の発展の基盤強化など、京都の未来をかんがえて、現在の高瀬川を開削し

た。 
この高瀬川の歴史と現在と未来を素材に、水と都市づくりを市民、特に

子供たちとともに未来を考える映画製作の製作調査活動を目的とする。 
 



 
研 究 会 名 LL マンガ開発研究会 
代 表 者 京都精華大学 マンガ学部 准教授 吉村和真 

研究テーマ ”LL マンガ”＝「障がい者にやさしく読めるマンガ」の調査および書籍出

版のモデル開発 

目 的 

文字が十分読めない、あるいは生活年齢に合う本の内容の理解が難しい

知的障がい者に、絵の多いマンガ作品は好まれ、多く読まれている。しか

し、一般に「わかりやすい」と思われているマンガは、実は独特かつ複雑

な文法を要し、知的障がい者には理解が容易でないことが多い。その結果、

大人になっても簡単な子ども向けのマンガしか読めない、大人向けの生活

年齢に合ったマンガが読めないという問題が起きている。 
 現在、スウェーデンでは、「LL ブック＝やさしく読める本」という理念

が提唱され、知的障がい者を対象に、それぞれの生活年齢と障害の程度に

応じて、年間 30 冊以上のさまざまな書籍が出版されている。翻って日本で

は、知的障がいを持つ当事者たちの読書の実態はほとんど知られておらず、

ましてや「こんな本を読みたい」という要望をすくい上げる機会も少ない

ため、彼らを対象とした書籍はおよそ見当たらないのが実情である。 
 こうした状況を踏まえ、まず彼らの「読んでいる本」と「読みたい本」

を調査する。その調査結果を反映し、書籍の企画・編集・制作を行ってい

る企業と連携し、彼らを対象としたマンガ作品（”LL マンガ＝やさしく読

めるマンガ”）のモデルを開発する。そのうえで、実際に試作マンガを読ん

でもらい、面白さやわかりやすさの臨床調査を実施する。 
 最終的には、上記の調査結果を受け、「障がい者にやさしく読めるマンガ」

の潜在的な需要を掘り起こすとともに、新分野での書籍出版の可能性を模

索し、一般書籍としての出版を目指す。 
※LL…Lattlast：スウェーデン語で「やさしく読みやすい」という意味 

 
 
研 究 会 名 地域イベント振興・環境ビジネス促進研究会 
代 表 者 京都大学 大学院経営管理研究部 附属経営研究センター長 原良憲 

研究テーマ 地域スポーツ・イベント振興と環境（リサイクル・リユース）ビジネス促

進に関するビジネスモデルの構築 

目 的 

バスケットボール、サッカー、野球などの地域スポーツ・イベント振興

と、レアメタル回収を含むリサイクル・リユースなどの環境ビジネス促進

という、一見異なる２つの市場での取引（両面市場での取引）を円滑に促

進させるビジネスモデルの構築とその実証・実用化研究とを目的とする。

 



 
研 究 会 名 KYOTO STREET FASHION 構想研究会 
代 表 者 立命館大学 映像学部 教授 細井浩一 

研究テーマ 産学公連携によるKYOTO STREET FASHION の可能性と事業化につい

て 

目 的 

ストリートファッション※と呼ばれる若者の新しいファッション文化、特

に「ロリータ服」と呼ばれる国内外に特定のファン層を有するファッショ

ンを対象とし、以下のテーマを検討する。 
 １）京都を新しいロリータファッションの情報発信地として、国内外の

ファンによる聖地化の可能性を探る、２）京都ならではの伝統工芸や物づ

くり、和装文化とのコラボレーションによる「和ロリータ」の可能性を検

討する、３）革新的な情報通信技術を利用したストリートファッションに

適合するビジネスモデルと市場展開の研究を行う。また、４）京都の地域

性を活かしたストリートファッションのコミュニティを形成する事で、衣

料業界のみではなく観光、飲食および関連産業の活性化を目指す。 
 
※ストリートファッション（street fashion）とはファッションデザイナー

やアパレル企業がつくり出すファッションではなく、それぞれの時代・社

会や文化を背景に、街に集まる若者たちに実際に支持され、発信されるフ

ァッションのこと。（『ストリートファッション1945-1995』アクロス編集

部・パルコ出版） 
 （組織名・肩書き等は当時のもの、敬称略・順不同） 

 
 



■平成21年度 文理融合・文系産学連携促進事業 採択事業                 

研 究 会 名 モノづくり中小企業活性化研究会 
代 表 者 京都リサーチパーク(株)  代表取締役常務 橋永雅夫 
研究テーマ デザイン戦略による再生医療分野におけるモノづくり中小企業の活性化 

目 的 
モノづくり中小企業の再生医療の周辺分野（装置や材料開発、試作や加

工）への新規参入支援 

 
 
研 究 会 名 マンガレストラン設立構想研究会 
代 表 者 京都国際マンガミュージアム 事務局長 上田修三 

研究テーマ 「マンガコンテンツを活用した食文化とのコラボレーション」による新た

な飲食事業展開の可能性調査 

目 的 

マンガミュージアムが有するマンガ研究ノウハウや料理漫画作家との連

携をベースに、食文化とマンガコンテンツのコラボレーションの可能性を

調査・研究し、これまで日本や世界に存在しなかった、マンガと飲食事業

が融合したまったく新しい実現可能な事業展開策を模索する。この研究結

果を受けて、最終的には、独立した「マンガレストラン（仮称）」を１店開

業するところまでを目標とする。 
 
 
研 究 会 名 「駅中おみやげ」創出研究会 
代 表 者 (社)京都産業会館 専務理事 石田達 
研究テーマ 産学公連携による京都市営地下鉄「駅中おみやげ」の創出 

目 的 

産業界（菓子・印刷業界）、産業支援機関（(社)京都産業会館）、芸術系大

学、行政（京都市交通局）の連携による京都市営地下鉄「駅中おみやげ」

の創作スイーツの開発・販売を通じて、 
・新事業の創出による京都の菓子業界の活性化 
・芸術系大学の産学公連携の促進 
・芸術系大学生の人材育成 
・京都市営地下鉄の増客・増収対策への寄与 
を図る。 

 



 
研 究 会 名 住環境疾病予防研究会建築部会 
代 表 者 京都大学大学院農学研究科 准教授 藤井義久 
研究テーマ 京都産木材や自然素材でつくる快適空気質の京町屋の普及システムの開発

目 的 

近年、建材や家具などから放散される化学物質や気密性の向上と生活習

慣による室内空気環境の悪化が原因で引き起こされる疾病（シックハウス

症候群や化学物質過敏症）への取り組みが本格化しつつある。しかしこの

住環境疾病の発症のメカニズムは解明されておらず、診断と治療の方法に

ついても課題が多い状況にあり、一説には数百万人とも推定される 多くの

人々が体の不調を訴える現実が確かに存在している。 
このような状況を踏まえ、京都府下に拠点をおく医療、建築、環境分析・

改善技術関連の研究者や行政関係者が連携し、住環境が健康に与える影響

を明らかにし、これを低減するための対策を考究することが本グループ（住

環境疾病予防研究会）の目的である。 
さらに本研究会の建築部会は、本会の建材や建築関連の研究者や技術者

によって構成される部会として、本年度より発足し、住環境疾病の予防だ

けでなく、安全・安心・快適で、住み手の健康増進に寄与する居住環境を

創造及び普及することを目的としている。 
（組織名・肩書き等は当時のもの、敬称略・順不同） 

 



■平成20年度 文理融合・文系産学連携促進事業 採択事業                 

研 究 会 名 まちの「灯りイベント」研究会 
代 表 者 京都橘大学 現代ビジネス学部都市環境デザイン学科 教授 織田直文 
研究テーマ 灯りを活かした地域活性化イベントのあり方に関する研究 

目 的 

近年、全国各地で夜の「灯り」を活かしたイベントが増えてきている。

本研究会では、近畿圏における主要な灯りイベントの比較検討調査をはじ

め、全国の灯りイベントの動向を把握し、まちづくりにおける灯りイベン

トの意義を考察する。また、ケーススタディとして、2009 年秋に伝統産業

品である清水焼を活用した山科の灯りイベント「陶灯路」を実施し、アン

ケート調査やインタビューによる評価分析を行い、総括の結果を報告書と

して作成する。これにより、地域活性化手法の一つとしての灯りイベント

の評価と課題の整理によって今後のあり方に関する提言を行う。 
 
研 究 会 名 ハスの実の食品機能性を活かした茶菓製造プロジェクト 
代 表 者 京都府立大学 生命環境部 准教授 中村考志 

研究テーマ ハスの実の食品機能性を見いだした上でそれを活かした京都独自の茶菓の

開発 

目 的 

城陽市近郊の湿地帯ではハスを観賞植物として栽培しており、ハスの実

の利用はなく廃棄されている。京都府立大学で京野菜の食品機能性を見出

した手法を利用して、まだ試験されていないハスの実から成分を抽出し、

発がん抑制にかかわる３種類の食品機能性（抗変異原性、細胞間連絡回復

作用、分化誘導作用）と老化予防に関わる抗酸化性の４種類の食品機能性

について新たな作用を見出す。さらに、城陽商工物産協会と連携しながら、

この作用を増強させる加工方法を検討し、おいしく健康増進につながる京

都独自の茶菓を開発するとともに、源氏物語に登場するハスの花にちなみ、

千年紀とも関連させた加工品の販売方法を考え、城陽市の新しい特産品の

作出を目指す。 
 
研 究 会 名 「水源の里」地域農産物ブランド化研究会 
代 表 者 京都府立大学 生命環境科学研究科 教授 宮崎猛 
研究テーマ 「水源の里」地域における農産物・加工食品の地域ブランド化 

目 的 

過疎化・高齢化した農村集落である限界集落は、安全・安心な農産物の

生産に適した地域（「水源の里」地域）である。この地域の活性化を図るべ

く、数年前より、京都府による「ふるさと共援組織」の活動や綾部市によ

る水源の里条例に基づく活動がそれぞれ実施されている。これら京都なら

ではの取り組みを踏まえ、京都らしい次の対策を検討するために、地域イ

メージと対象製品を確定する現地調査・研究会を行う。また、京都府内の

農産物関連中小企業と連携した｢水源の里｣地域における京野菜等の農産

物・加工食品の地域ブランド化の社会実験としてコミュニケーションマー

ケティングの手法を用いた直売会をそれぞれ実施する。 
（組織名・肩書き等は当時のもの、敬称略・順不同） 



■平成19年度 文理融合・文系産学連携促進事業 採択事業                 

研 究 会 名 京都コミュニティ放送活性化研究会 
代 表 者 龍谷大学 経済学部 准教授 松浦さと子 

研究テーマ 地域メディア「コミュニティ放送」における市民の情報発信支援およびネ

ットワークの構築 

目 的 

近年、地域活動を行なっている個人および団体が、地域情報についてイ

ンターネットや地域メディア「コミュニティ放送」を通して情報発信する

ケースが増えているが、それぞれが独自に活動しており、枠を超えての交

流は希薄である。この研究会では、相互の枠を超えて情報交換や意見交換

することのできる研究会などを実施するとともに、情報発信に必要な知識

と技術を習得できる講座を開講することで、地域リーダー、番組コーディ

ネーターなどの人材が生まれ、市民のコミュニケーション・情報発信力を

飛躍的、総合的に向上させることを目指す。 
 
 
研 究 会 名 防災デザイン研究会 
代 表 者 京都大学 防災研究所 巨大災害研究センター 教授 林春男 

研究テーマ 防災ピクトグラム・サインの調査研究開発および防災教育コンテンツ調査

研究開発 

目 的 

災害に強い人づくり、まちづくりのためのデザインおよび教育コンテン

ツの研究・開発を行い、市民の防災力向上に寄与する。また、災害に強い

ひと・まちづくりに関する出版、講演等に関わる事業を展開し、新たな防

災情報の事業家を目指す。 

 
 
研 究 会 名 高京都－パリ－ローマ創造的ものづくりネットワーク研究会 
代 表 者 京都造形大学 近代産業遺産アート再生学会 理事 中森健 

研究テーマ 姉妹都市交流における文化資産苧分析と国際文化コミュニティ・ビジネス

の創出 

目 的 

国際都市における創造的産業創出の競争が激化する中、新たな価値の創

出と新産業育成に取り組んできている。本研究会は、姉妹都市交流により

蓄積された抽象的資源（感性価値・人的交流等）を観光資源へと再生する

取り組みであり、ＩＣＴ技術を活用した新しい国際文化産業コミュニティ

の形成と国際文化ビジネスの創出を目的とする。 
 



 
研 究 会 名 「京都エコスタイル」評価・発信研究会 
代 表 者 株式会Hibana 代表取締役 橋本直子 

研究テーマ 
「京都エコスタイルの定義付け、評価基準・方法、コンクールの設計等を

行い、「京都エコスタイル」をコンセプトとしたコンクールの提案・事業化

を行う 

目 的 

京都のものづくりに内在するエコスタイルをコンセプトに、製品コンク

ール・アイデアコンクールを開催することで、京都ならではの環境価値を

顕在化させ、これらを体現する製品や、環境価値と共に付加価値が高まる

製品作りを推奨し、新たなブランド形成を諮る。 

 
 
研 究 会 名 地域資源活用研究会 
代 表 者 京都工芸繊維大学 地域共同研究センター 准教授 中森孝文 
研究テーマ 知的資産経営による効果的な地域資源活用方策の検討 

目 的 

地域の産業界に蓄積された技術やノウハウ、顧客ネットワークやブラン

ドなどの無形の資産を抽出し、それらの活用戦略の検討を経て、地域産業

の継続的な発展に向けたプロジェクト提案を目指す。具体的には、伝統産

業をターゲットに、知的資産経営のノウハウを活用し丁寧な資産分析をす

ることで、産地の持続的な発展に寄与する競争力のある新事業の確立に向

けた地域資源の活用方策を検討する。 
（組織名・肩書き等は当時のもの、敬称略・順不同） 



■平成18年度 文理融合・文系産学連携促進事業 採択事業             

研 究 会 名 臨床教育支援システム研究会 
代 表 者 京都橘大学 看護学部 教授 岡﨑美智子 
研究テーマ 看護師の臨床教育支援システムソフトウェア開発のための事例検討 

目 的 

看護師の臨床判断能力を促進するための臨床教育支援システムソフトウ

ェアの開発に向けて、さまざまな健康障害にある臨床事例を、学術、臨床

実践、情報技術、経済の視点から多角的に分析し、臨床教育支援システム

ソフトウェアの基礎的な資料を作成する。本研究会の効果は、研究活動を

基盤として開発される臨床教育支援システムソフトウェアが商品化され、

全国販売されることにより、地域経済の発展に貢献することである。さら

に、当ソフトウェアの臨床適用が、患者個々に対する的確な看護援助の実

践に必須となる看護師の臨床判断能力を高め、看護サービスの質を向上す

ることで、保健医療に対する市民のニーズに応える。 

  

研 究 会 名 京都ものづくり中小企業の縁むすび事業研究会 
代 表 者 龍谷大学 経済学部 助教授 辻田素子 
研究テーマ 大企業退職者を利用した、京都のものづくり中小企業支援モデルの構築 

目 的 

ものづくり中小企業の活性化手段として、異なる経営資源を組み合わせ

た企業間連携や大学等との連携によって、新事業の創出などに取り組むこ

とが有効であるといわれている。本研究会では、具体的な事例研究を通じ

て、マッチング事業が「成功する条件」や「成功にいたるプロセス」を明

示化することによって最適なマッチング事業のモデル構築を目指すととも

に、民間企業によるマッチング事業の展開や中小企業支援の民間委託化な

ど、中小企業支援に関する事業化可能性を検証する。より広範なニーズに

応じたマッチング支援システムを提案することで、最終的には、京都のも

のづくり企業の存続、発展に資することを目指す。 
 
 
研 究 会 名 野食研究会 
代 表 者 ＮＰＯ法人ＫＧＣ 理事長 柴田有三 

研究テーマ 一般的に食材として認知されていない動植物の食材への応用、及びその普

及 

目 的 

現在、日本全国における地域独自の食文化が失われつつあり、その多様

な食文化の保存・普及が地域再生において必要とされている。また、大規

模な天災・人災対策の一環として、食材の選択肢を増やすことによる食糧

危機に備える取り組みも注目されつつある。以上の社会背景をもとに、一

般的に食材として認知されていない動物（昆虫を含む）・植物の食材として

の応用可能性を検討し、かつ広く普及するための方法を探ることを本研究

会の目的とする。 
 



 
研 究 会 名 京都学生ジョブコーチ研究会 
代 表 者 立命館大学 人間科学研究所所長 文学部教授 望月昭 

研究テーマ 大学を地域資源とした障害者の就労援助を通じた京都活性化プログラムの

開発 

目 的 

知的障害、ひきこもり、あるいは精神障害などの広義の障害を有する個

人の就労支援をサポートする「学生ジョブコーチシステム」を通じて、障

害者と青年層の雇用を促進させるビジネスモデルを構築する。このシステ

ムを京都地域の多くの中小企業での普及を図り、大学生のキャリア形成の

視点を研究調査することで、青年層の就労意識の活性化や連携機関である

企業のイメージアップにつながり、ひいては京都の地域産業の活性化に貢

献することを目的とする。 
（組織名・肩書き等は当時のもの、敬称略・順不同） 

 


